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粥食習

　 は じめ に

　「茶粥」は前も っ て湯をわか し， 茶袋 に茶葉 をつ め て

煮 だ し，洗 っ た 米 をい れ，やわ らか く炊 く。具 として

芋類 や 野 菜類 を入れ る こ とが 多い 。食べ 方はそ の まま

食べ る場合 と冷 や 飯 に か け て 食べ る粥か け （入れ粥）

とす る場合 が ある 。 また ， 水 の 量 を増や す こ とに より

米 を節約する と い う生活 の 知恵で あ り，
こ れ は自給自

足 で きる 米 と茶 樹 に よ り誕 生 した郷 土 食で ある
1・2’3）。

「茶粥」を好 んで 食べ た の は大和 ， 伊賀，紀 州 ， 河 内等

で あ っ た。なか で も大和 は粥 の 本家で ある らしく， 大

和 の 称 二郎 と い う貧者が始め た と河内屋可正 旧記に記

されて い る
4 ）

．

　 日本 の 食生活全集に よ る と， 奈 良県，和歌 山県 ， 山

口 県 等 は 「茶粥」の 分 布 の 多 い こ と が 記 さ れ て い

る
5’6’7）

。三重県下 に お い て は伊賀地域 ， 美杉村一帯， さ

らに 志摩地域 ， 熊 野 地 方一帯 が あげられ，それは耕 地

面積 が 狭 く土 壌の やせ た 米 の 収穫量の少ない 地域 に 多

い
8）。

　そ こ で ， 三重 県下 に お い て ， 今 も 「茶粥」の 食習慣

が残 っ て い るか どうか ，さ らに は 「茶粥」の 分布 を明

らか に す る た め 市町村 （約 69市町村）を対象に 「茶 粥

の 食習慣」の 有無 に つ い て ア ン ケー ト調査 を実施 した。

しか し現在 も比 較的多 く残 っ て い る 地 域 の 「茶粥」 の

作 り方に つ い て聞き取 り調査 を行 っ た の で 紹介す る。

　 L 　「茶粥」の ア ン ケ ートと聞 き取 り調査

　 1−1　ア ン ケー トの 方法

　 調査時期 ：1998 年〜1999年

　 調査地域 二 約 69市町村

調査対象 ：三重 県食生活改善推進連絡協 議会員 591

　　　　　名

　　　　　回収率は 100％

ア ン ケ ート内容

（a ）

（b）

（c）

（d）

（e）

1−2

現在 の 調理状況

1 日の 茶粥 の 喫食時 ， 喫食回数

茶粥 に 用 い る茶 の 種類

茶粥 の 呼称

茶粥 の 作 り方

結果 と考察

　三重県下 に おける 「茶粥」の 調 理 状 況 を地域別 に 表

1に 示 した。「茶粥」を調理する家庭は 21．3％ と少 な か

っ た 。 地域別 に み る と，桑名 ， 鈴 鹿，津 地域で は 調理

する家庭 は 0％ と な り， 熊野地 域 63．5％ で 最 も多く，

　　　　　 衷 1。 三 重 県下 に お け る 「茶粥」 の

　 　 　 　 　 　 　 調理状況

調 理 状 況

地 　域
す　 る し ない

桑名 0（O．0） 24〔100．0）

四 日市 17（15．7） 91（84，3）

鈴鹿 0（0．O） 17（100．0）

津 D（0．  ） 30（100．0）

伊 賀 16（21．3） 59 （78．7）

久居 18（22，5） 62（77．5）

松 阪 10（8．3） 110（91．7＞

伊 勢 14（53．8） 12（46．2）

志摩 4（10．8） 33（89．2）

熊野 47（63．5） 27（36 ．5）

合計 126（21 ．3） 465（78．7）

＊
鈴鹿 国際大 学短期大 学部

＊ ＊　鈴 鹿医療科 学大 学保 健衛 生学 部医療栄養学科

122 （416）

（）内は ％。
ア ン ケ

ー
トの 回収 率は 100％。
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次 い で伊勢地域 53．8％，久居地域の 22．5％ で あ っ た。

こ れ らの 地域 は 山間部で耕地 面積は少 な く， 若者は都

市 へ と流出して ゆ くた め高齢者の 多い 山あ い の 集落 に

茶粥 の 食習慣が 残 っ て い る の で は な い か と考 えられ

る。

　また ， 大川 氏
S・9）

の 調査 に よ る と阿 山 ， 名張，一
志 ，

飯南 ， 度会 ， 紀北， 紀南地域 に多い こ とが 記され て い

る が ， 今 回の 調査 の 結果で は 「茶粥」 の 食習慣の 範囲

は 狭 まれて きて い る こ とが わ か っ た （度会郡大 内山村

間弓 ， 南牟婁郡紀和町板 屋 ，

一
志郡美杉村太郎生）。

　 こ れ らの 地域の なか で も南牟婁郡紀和町板屋が 喫食

時や喫食回数が他 の 地域 （度会郡 大内 山 村間 弓 ，

一志

郡美杉村 太郎生）に 比較する と多か っ た。高齢者で は

日 常化 さ れ て い る と言える。

　 2． 聞 き取 り調査の方法

　 2−1 調査時期 お よ び 地 域

　ア ン ケ ー
ト調査 の 結果か ら「茶粥」食習慣 の 多 い （度

会郡大内山村間弓，南牟婁郡紀和町板屋，一
志郡美杉

村太郎生）地域 を選 ん で 調査 した （図 1）。調査 の 時期 は

次 の 通 りで ある。

　
・度会郡大内山村間弓 ：1999年 2月

　
・南牟婁郡紀和町板屋 ：1999年 3月

　 ・一志郡美杉村太郎生 ；1999年 3 月

和

歌
山

県

図 1．「茶粥」 食習 慣 の 調 査 対 象地 域

県

　 2−2 結果 と考察

　 2−2−1　「茶粥」に 用 い る茶

　三重県下 で 「茶粥」食習慣が 最も多か っ た 南牟婁郡

紀和町板屋 に つ い て 述 べ る。こ の 地域で は 家の 回 りや

田畑 の 畦 ， 道 の端々 ， 近 くの 山の 傾斜地等に 自家消費

が で き る ぐらい の 茶 の 木が植 えて ある。こ の 地域 で は

嗜好飲料 として で は な く，「茶 粥」を調 理 する た め に は

各家庭 で茶樹 は 欠 かす こ とが で きな い 。

　 こ の 茶 の 葉 は 5 月中旬か ら 6 月初旬まで に葉 を摘み

取 る。茶葉 とご み を取 り分 け，蒸篭に 入 れ，湯気 が 通

り， 茶色の 色が 濃緑色 に な る ま で蒸す 。 こ れ を筵 の 上

に 開け筵の 目に もみ つ け，葉が巻 い て くる と そ の まま

筵 に広 げ て 天 日で 2〜3 日間 ぐら い 乾燥す る。こ の 間

2〜3 回もみ 返 し，水分 を十分 に 取 り除 く。紙袋や 缶 に

入れ て番茶 と して保存す る。茶 を必要 とするときは湿

気 を含 ん で い る た め と番茶 の 香ば しさが 損失 して い る

た め 焙烙 で 煎 る。今で は 電子 レ ン ジ を利用 して い る家

庭 もあ る e

　 また ， 西山村で は 「弘法茶」別名カ ワ ラ ケ ツ メ イ （河

原決 明）の 呼称 で 独特の 茶が ある。カ ワ ラケ ツ メ イ（河

原決明）は豆科 の 植物 で 莢 の 長さ は 3〜4cm
， 川原 や 土

手 に 生 え る 1年草 で ， 全草を採取して陰干 した後 ， 刻

ん で茶にする 。 茶 は波布茶の ような もの で，こ の 地 に

弘法大師が 通 られ た折 「こ の 草 を入れ よ」 と言わ れ た

の が 「茶粥」の 始 ま り と伝承 され て い る。今 で は 「弘

法茶」も一
部 の 家庭 しか 栽培 して お らず， 番茶 へ と嗜

好 も変化 した
1°’エ1｝ （写真 1）。

　2−2−2 「茶粥一「の 作 り方

　（1） 度会郡大 内 山 村間 弓 地 域 の 作 り方

　この 地域 の 「茶粥」の 作 り方は茶袋 （晒布製 17cm ×

11cm の大 きさ で 口 の と こ ろ に 5cm の ひ もをつ け た

もの ）に茶 （番茶）を入 れ煮だ す （写真 2）。煮だ した

写真 1．弘 法茶 （カワ ラ ケ ツ メイ ）
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写真 2，茶 を入 れ 浸出 させ る茶袋

　　　　 　 写 真 3。大 内 山間弓地 域 の 「茶 粥」

茶 8 カ ッ プ を鍋 に入 れ ，再沸騰 させ る 。 そ の 中 に 米 1 合

を洗米 し，水切 ワした もの を加 え強火 で 12分 間加熱

し，塩 （0．7g）を加 え，さ らに 2分 間加熱し，消火す

る。こ の 間， 鍋 の 蓋 は取 り除 く。副材料 （さ つ まい も〉

を加える場合 は米 と一緒に 加 え る。盛 りつ け は茶碗 に

さつ ま い もを入 れ ，その 上 か ら茶粥を盛 ワつ け る （写

真 3）。正 月な ど餅 の ある時期に は 餅 を焼 い て茶碗 に 入

れ，上か ら茶粥 をか け て 食す る。

　「茶粥」を調理 する際は 火力 が 弱 い と米粒 が 崩れ味 が

落 ち粘 度が 増加す るため，強火で
一

気 に 炊 き上 げる こ

とが 最 も美味 しい とさ れ る 。 すなわち，沸騰して きた

時， 花 が 咲 い た よ うに 米 が は じ け た 状 態 に な る
9） とサ

ラ ッ と した 「茶粥」 が で き上が るの で あ る。

　「茶粥」の 呼称 に つ い て は 「茶粥」が最 も多 く，「お

か い さ ん 」「お か い 」等 で あっ た。

　 （2）　南牟婁郡 紀和町 板屋地域 の 作 り方

　 こ の 地域 の 「茶粥」に 使 う米 は 「茶粥米」と 言 い ，

「茶粥」を調理す る時の専用 の 米であ っ た
1の

が ， 今 で は

「こ しひ か り」に 移行 した 。「茶粥米」 の 品種 に つ い て

124

写 真 4 ，紀 和町板屋 地域 の 「茶 粥」

は定か で な い 。米 2合 をサ ッ と洗米 し ， ザ ル で水切 り

を して お く。鍋 に 水 16 カ ッ プ入れ，茶袋に茶 （自家製

の 番茶 を大 さじ 2 と市販品 の ほ うじ茶 大 さ じ 1）を入

れ ， 沸騰させ て茶を浸出させ る 。 茶 の 香 りを出す た め

に は茶を少 し湿 らせ て か ら煎る とい っ そ う香ば しさが

増す 。 沸騰後 ， 別鍋 に茶汁 3 カ ッ プ と水切 りした 米 を

入れ ， 蓋 を取 り除 き， 夏季に は 15分間 ， 冬季 は 17 分

闇強火で炊 く。また ， 粥 の 調理 中に米が 固ま らな い よ

うに時々 撹拌を行 うこ とと表面に 浮上 して くるア ク取

りをする 。 炊 きあが っ た ら茶 袋をだ し，茶碗 に 盛 りつ

け ， 副菜 とともに い た だ く （写真 4）。今は塩 を加 えな

い 家庭 もある．こ の こ とは 「茶粥」と副菜 を食す る と

食塩 の 過剰摂取 に なるた め健康を考慮 した の で は な い

か と考え られ る。また ， 隣接県 の 和歌山県熊野中辺路

地域 で は塩 を加 えな い 「茶 粥」 の 食習慣が ある
1叨。

　常食以外に行事や宴会等，村人が 集 い 終了後は 「茶

粥」を食する こ とが 多く，「茶粥」の 食習慣が他の 地域

と 比較すると強い こ とが伺える。

　「茶粥 の 」の呼称に つ い ては 「お か い さ ん」「おか い 」

で あ っ た。

　（3） 一
志郡美杉村太郎生地域 の 作 り方

　 こ の 地域 の 「茶粥」の作 り方は米 2合 をサ ッ と洗米

しザ ル に あげて 水切 りをして お く。 土鍋 に 水 12 カ ッ プ

入 れ 沸騰させ る。その 中に茶汁 を作 る （番茶 を焙烙 で

焙じ， 砕 い た もの 大 さじ3 を茶袋に入 れ た も の 〉。水切

りをした 米 を加え調理 中に 米が 固 ま っ て こ な い ように

時々 撹拌す る。鍋 の 蓋 は 取 り除 き，20分間強火 で 炊 き，

消火前 に 塩 をひ とつ まみ 加 え る。最近 で は市販 の 茶 パ

ッ クをを使用 して 茶 汁 を調 理 す る家庭が 多 くな っ た。

具は 季節に よ りさ つ まい も， 里芋等を加える時は塩 味

に 茹 で て や わ らか くした 状態の もの を茶碗 に 入 れ ， そ

の 上 か ら 「茶粥」 を盛 りつ け る e こ れ は 米 と
一
緒 に炊

く とい もか らの 澱粉 が 溶出し， 粘度 が増すた め に 別 に

（418）
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鑵
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写真 6．全世 帯に 「茶 粥 」 食習 慣 の あ っ た こ ろ の 竈

写 真 5．美杉 村 太郎 生 地 域 の 「茶 粥 」

炊 く （写真 5）。すなわ ち 「茶粥」は白粥 の ように ドロ

ッ と し た状 態 で な くサ ラ ッ と した 状態 が 好 まれ る 。

　 こ こ で は ， 「茶粥」の 米 と して 昭和初期頃 まで は 「愛

国」 とい う品種 の 米 を栽培 して い た。こ の 品 種 は ア ミ

ロ ペ クチ ン が やや少 な く， 「茶粥」を調理 す る最良品 種

で あ っ た 。し か し単位 面積 当 た りの 収穫 量が 少 な い こ

とと晩生 の 品種 で あ る た め 台風 の 被害を受けやす い こ

とか ら今 では 「こ しひ か り」， 「秋 田小 町」，「山光」の

栽培 と変化 した。当時は 「茶粥」 が 主食 で あ っ た た め

米 の 品種 に もこ だ わ っ て い た ように 思え る。

　ま た
， 各家が 「茶粥」 を調理 して い た 頃の竃を古老

に よ り紹介 して い た だ くこ とが で きた 。こ の 竃 は 「茶

粥」専用 の 鑵子 に 水 と茶袋 を入 れ加熱 し， 沸騰 して き

た ら茶 を煮だ す 。 「茶粥」を調理 する時には鑵子 の 茶 汁

を使用 し， 毎 日の 朝 ， 夕に 食して い た （写真 6）。昭和

30年頃か ら各家 に もガ ス の 導入 に よ り， 近代化 へ と，
一

方 で は昔なが ら の 「茶粥」食習慣 が 減少 して い っ た

の で は な い か と考え られ る 。

　「茶粥」の 呼称 につ い て は 「茶粥」が 多か っ た。

　 お わ り に

　三 重県に お け る 「茶粥」食習慣 の 多く残 っ て い る地

域 をまとめて み た。

　1．「茶粥」の 食習慣は茶 の 栽培 に適 して い る朝霧の

で る 山問部 で ， 水 田 や 畑 が 少 な く，
土 壌 はや せ

， 米の

不足 して い る地域 に 多か っ た 。

　水を増量し，野菜類や豆類 を具 として加え る こ とに

よ り米 を節約 で きる。具 は飽 きが こ な い ように 目新 し

さ や 季 節感 を 盛 り込 ん だ り し て 創意工 夫 して い る 。

　2．度会郡大 内山村間 弓地域 お よび
一

志郡 美杉村太

郎生地域 ・南牟婁郡 紀和町板屋地域 に 「茶粥」食習慣

が残 さ れ て い るの は隣接 の 奈良県 （十津 川 村，御杖村）

の 食文化 が 街道 を通 じ て導入 さ れ て きた の で は な い か

と考 えられる。

　3．「茶粥」の 炊き方は粘度を出さ ない ように 強火 で

鍋 の 蓋を取 り除き，粥の 調理 中に米 が 固 ま っ て くるた

め時 々 撹拌を しなが ら 15〜20分 間炊 く。 温度の低下 に

よ り粘性 が 出て くるた め粥 の 熱 い 間 に い た だ くと美味

しい 。すな わ ち，「茶粥」は経験 と技術 を要 す る炊 き方

が 必要で ある と思え た 。

　今 回は ，
三 重県下 に おけ る 「茶粥」食習慣が 多く残

っ て い る地域の 「茶粥」の 作 り方 を中心 に 紹介 した が ，

さ ら に 米 の 品質 に よ る 粘性 ， 炊 き時間 に よる粘性変化

等に つ い て 検討 を続け る 必要が ある 。
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